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　　 【作品紹介】「神さまのいる風景・ながれ」（絵画）
　　　�田麦野での自然の大きな移り変わりが、まるで神

さまのように感じられた経験をもとに制作しました。
　　　※制作者の紹介は１４ページをご覧ください。



６ 月 定 例 会

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月９日・１０日の２日間
の日程で、７人の議員が行いました。
　物価高騰対策や部活動の現状と課題、モンテディオ
山形新スタジアムの構想等について、市長や教育長等
の見解を求めました。

※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　令和４年度第２回市議会定例会（６月定例会）
は、６月６日から１７日までの１２日間の会期で開か
れました。
　初日の本会議で、市長提出の報告案件８件につ
いて同意しました。そのほか、令和４年度一般会
計補正予算や条例議案等２件が上程され、予算特
別委員会及び所管常任委員会に付託され、右記日
程で審査を行い、最終日の本会議で採決が行われ
ました。
　また、本会議最終日には、補正予算議案１件及
び一般議案１件が上程され、採決が行われました。
（採決の結果は１０ページに掲載してあります。）
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議
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子
育
て
支
援
の
充
実
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★
日
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党
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童
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議
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★
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新
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創
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の
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無
会
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問
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と
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事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

審　査　日　程
月　日 内　　容

６／６（月） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

６／９（木）
６／１０（金） 本会議（市政に対する一般質問）

６／１３（月） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

６／１４（火） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６／１５（水） 予算特別委員会（�付託案件の審査、討論・表決）

６／１７（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

2令和４年８月１日発行令和４年８月１日発行
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スマートフォンで
　利用できるごみ分別
　アプリ「さんあ～る」

ウ
ム
を
開
催
し
、
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。

結
城
市
民
部
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
み

は
ま
だ
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、国
や
県
と
相
談
し
た
り
、

先
進
的
な
自
治
体
を
参
考
に
し

て
、
天
童
市
に
あ
っ
た
取
組
み

を
考
え
た
い
。

新
た
な
住
宅
地
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
区
画
整
理
地
内
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
１
３
０
戸
に
１

カ
所
の
た
め
、
少
な
す
ぎ
て
い

ろ
ん
な
問
題
が
起
き
て
い
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
行

政
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　
分
別
間
違
い
の
取
り
残
し
ご

み
の
実
態
を
ど
う
把
握
し
、
ど

う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
住
宅
地
造
成
の
際

は
設
計
の
段
階
で
新
設
箇
所
当

た
り
の
事
前
確
認
を
行
っ
て
い

る
。
標
準
的
な
設
置
基
準
１
集

積
所
当
た
り
50
世
帯
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

速
や
か
な
集
積
所
の
増
設
が
望

ま
し
い
。
地
域
の
役
員
の
方
々

と
協
議
し
な
が
ら
、
適
正
な
集

積
所
設
置
に
な
る
よ
う
助
言
し

て
い
く
。

　
ご
み
集
積
所
の
違
反
ご
み
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の

環
境
衛
生
委
員
に
お
願
い
し
て

い
る
が
、
特
に
不
法
投
棄
と
思

わ
れ
る
ご
み
は
市
で
回
収
し
て

い
る
。

一 般 質 問

営
農
を
守
る

物
価
高
騰
対
策
を

　
農
業
生
産
に
欠
か
せ
な
い
肥

料
、
飼
料
、
資
材
な
ど
、
全
て

の
物
が
高
騰
し
て
い
る
。

　
特
に
飼
料
の
高
騰
が
畜
産
経

営
を
直
撃
し
、
令
和
版
畜
産
危

機
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
肥

料
資
材
な
ど
を
含
め
本
市
農
業

へ
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　
市
農
協
や
市
内
の

畜
産
農
家
な
ど
か
ら
聞
き
取
っ

た
と
こ
ろ
、
影
響
が
最
も
深
刻

な
の
は
飼
料
の
高
騰
で
、
対
前

年
比
で
約
３
割
、
２
年
前
と
比

較
す
る
と
約
５
割
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
。
肥
料
は
銘
柄
に
よ

り
差
が
あ
る
が
、
上
昇
幅
の
大

き
い
も
の
で
半
年
前
と
比
較
し

て
約
３
割
上
昇
。
農
業
用
施
設

資
材
も
、
特
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

用
の
骨
材
は
半
年
前
と
比
較
し

て
約
２
割
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
。

　
畜
産
農
家
で
は
、
国
の
配
合

飼
料
価
格
安
定
制
度
を
活
用
し

て
価
格
高
騰
に
対
応
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、
６
月
の
補
正
予
算

の
中
で
配
合
飼
料
価
格
高
騰
な

ど
に
対
す
る
支
援
策
を
予
定
し

て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
、
状

況
に
応
じ
て
必
要
な
対
応
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

食
材
費
高
騰
に
よ
る

学
校
給
食
へ
の
影
響

　
食
品
価
格
や
物
流
費
の
高
騰

が
学
校
給
食
の
現
場
に
多
大
な

影
響
を
与
え
て
、
給
食
費
値
上

げ
や
食
材
の
削
減
に
追
い
込
ま

れ
る
自
治
体
も
出
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
は
給
食
費
値
上

げ
抑
制
の
た
め
、
物
価
上
昇
に

対
応
す
る
臨
時
交
付
金
の
活
用

を
自
治
体
に
要
請
し
て
い
る
。

本
市
の
学
校
給
食
へ
の
影
響
と

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
こ
の
た
び
の
物

価
高
騰
を
受
け
、生
鮮
食
料
品
、

加
工
品
、
調
味
料
を
中
心
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
な
る
食
材
費
の
上

昇
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

食
育
に
十
分
配
慮
し
た
給
食
を

提
供
す
る
た
め
、
学
校
給
食
へ

の
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
食
材

費
の
支
援
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
ど
う
進
め
る
の
か

　
今
年
２
月
、天
童
市
は
市
民
・

事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
と
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た

が
、
周
知
・
啓
発
の
具
体
的
な

進
め
方
は
。

山
本
市
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
取
組
み
の
一
環
と

し
て
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を

導
入
し
て
い
く
。
市
民
や
事
業

者
、
学
校
、
各
種
団
体
な
ど
が

共
に
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
が

実
践
で
き
る
よ
う
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
報
等
で
情
報
発
信

し
て
い
く
。
秋
に
は
シ
ン
ポ
ジ

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員
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新スタジアムの建設により市内のにぎわいの創出が期待される
　©MONTEDIO YAMAGATA

一 般 質 問

中
学
生
の
部
活
動
改
革

持
続
可
能
な
部
活
動
と
は

介
護
の
未
来
は

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
入
居
に
つ
い
て
は
、
順
調
に

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
数
年
後
に
支
障
を
来
す
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
介
護
職

の
増
強
も
含
め
対
応
策
は
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
今
後
も
増
え
続
け

る
要
介
護
者
に
対
応
す
る
た
め
、

第
８
期
天
童
市
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
２
カ
所
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

と
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
１
カ
所
ず
つ
整
備
す

る
計
画
と
し
て
い
る
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

新
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て

　
２
０
２
５
年
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
を
決
め
る
我
ら
が
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の

構
想
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
近
く

な
る
ほ
ど
渋
滞
が
発
生
し
て
い

る
。
運
送
業
で
働
く
人
や
車
を

運
転
し
て
い
る
人
に
ス
ト
レ
ス

を
与
え
な
い
た
め
に
も
渋
滞
は

避
け
て
、
新
た
な
交
通
手
段
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

山
本
市
長　
新
た
な
に
ぎ
わ
い

の
創
出
や
交
流
人
口
の
拡
大
が

見
込
ま
れ
、
県
全
体
の
産
業
振

興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
施
設
周
辺
の
渋
滞
や
環
境
等

の
問
題
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し

な
が
ら
、
今
回
の
御
意
見
を
参

考
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
交

通
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
国
は
部
活
動
改
革
に
向
け
て

協
議
を
深
め
て
い
る
。
山
形
県

教
育
委
員
会
は
具
体
的
な
取
組

み
を
始
め
て
い
る
。
国
の
検
討

会
議
は
令
和
７
年
度
を
目
処
に

実
現
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

本
市
の
中
学
校
運
動
部
・
文
化

部
の
持
続
可
能
な
部
活
動
改
革

に
向
け
た
取
組
み
を
伺
う
。

相
澤
教
育
長　
市
内
中
学
校
の

部
活
動
へ
の
加
入
率
は
８５
・
８

㌫
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
外
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
の
所
属
等
、

生
徒
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
て

い
る
。
国
か
ら
示
さ
れ
た
部
活

動
改
革
の
方
策
は
、
休
日
部
活

動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
と
合

理
的
で
効
率
的
な
部
活
動
の
推

進
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
、
山
形
県
教
育
委

員
会
の
指
定
を
受
け
、
市
内
四

つ
の
中
学
校
の
野
球
部
を
合
同

部
活
動
と
し
て
組
織
し
、
天
童

市
野
球
連
盟
と
連
携
を
図
り
、

平
日
は
各
校
で
、
休
日
は
４
校

の
部
員
が
１
カ
所
に
集
ま
っ
て

活
動
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
合
同
部
活
動
の
実

践
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と

も
に
、
休
日
部
活
動
の
段
階
的

な
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
た

い
。

令
和
４
年
度
の

除
排
雪
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
降
雪
は
、
本

市
除
排
雪
事
業
に
多
く
の
課
題

を
残
し
た
。
市
民
と
共
に
除
排

雪
の
改
善
に
努
め
、
本
市
の
冬

期
間
の
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ

る
た
め
一
層
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
令
和
４
年
度
の
本
市

の
除
排
雪
の
方
針
を
伺
う
。

山
本
市
長　
市
民
の
安
全
安
心

な
生
活
を
守
る
た
め
、
降
雪
状

況
に
応
じ
必
要
な
除
排
雪
事
業

を
適
正
に
行
っ
て
い
る
が
、
昨

年
度
の
よ
う
な
豪
雪
に
お
い
て

は
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
協
力

や
助
け
合
い
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
今
年
度
は
寄
せ
ら
れ
た
意
見

や
現
場
対
応
の
実
績
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
道
路
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
、
よ
り

良
い
除
排
雪
事
業
を
行
っ
て
い

く
。

佐さ

藤と
う

俊と
し

弥や

議
員

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

4令和４年８月１日発行令和４年８月１日発行



王
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王
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王
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将

金
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金
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と
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金
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桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

電
動
自
転
車
・
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー

の
購
入
補
助
で
介
護
予
防
を

　
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
、

電
動
自
転
車
・
電
動
シ
ニ
ア

カ
ー
の
購
入
補
助
を
し
て
は
。

ま
た
、
免
許
返
納
時
に
、
予
約

制
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・
タ

ク
シ
ー
利
用
券
の
補
助
が
あ
る

が
期
限
が
１
年
の
み
で
あ
る
。

電
動
自
転
車
の
購
入
補
助
も
加

え
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
電
動
自
転
車
は
ペ

ダ
ル
を
踏
む
感
覚
が
通
常
の
自

転
車
と
異
な
り
、
車
体
も
重
く

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
時
に
転
倒

し
や
す
く
安
全
面
で
の
リ
ス
ク

が
高
い
。
ま
た
、
歩
く
こ
と
で

体
力
維
持
や
、
ロ
コ
モ
予
防
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
介
護
予

防
を
目
的
と
し
た
購
入
補
助
は

男
性
の
育
児
休
業
の

取
得
促
進
を

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
が
社

会
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

８
割
以
上
の
女
性
が
育
児
休
業

を
取
っ
て
い
る
状
況
を
、
男
性

で
も
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
た
め
に
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
に
つ
い
て
の
第
一
人

者
の
話
を
聞
く
よ
う
な
機
会
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
の
加

盟
団
体
を
増
や
す
た
め
に
も
、

天
童
市
自
体
が
加
盟
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
こ
れ
ま
で
対
象
職

員
と
の
面
談
や
意
思
確
認
と

い
っ
た
取
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
、

職
員
向
け
の
研
修
も
予
定
し
て

い
る
。

　
世
の
中
は
育
児
休
業
を
取
得

し
な
が
ら
共
に
子
育
て
を
す
る

と
い
う
流
れ
で
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
方
向
に
大
き
く
進
ん
で

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
イ
ク
ボ
ス
宣
言
に
つ
い

て
も
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

救
急
隊
と
消
防
隊
の

Ｐ
Ａ
連
携
の
改
善
を

　
「
Ｐ
Ａ
連
携
」
と
は
、
消
防

自
動
車
が
救
急
車
と
同
時
に
出

動
し
、
消
防
隊
が
救
急
隊
の
活

動
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
Ｐ
Ａ
連
携
の
た
め
に
出
動

す
る
消
防
自
動
車
を
、
小
回
り

が
き
く
と
い
う
観
点
か
ら
軽
自

動
車
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
ポ
ン
プ
車
が
ウ
ー

ウ
ー
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

走
行
し
て
い
る
と
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
不
安
が
る
の
で
は
な
い

か
。
Ｐ
Ａ
連
携
の
場
合
に
は
消

防
自
動
車
も
ピ
ー
ポ
ー
の
サ
イ

レ
ン
を
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

松
田
消
防
長　
別
の
場
所
で
の

新
た
な
災
害
出
動
要
請
に
対
応

す
る
た
め
、
今
後
も
現
行
と
同

様
に
ポ
ン
プ
車
で
出
動
し
た
い
。

　
サ
イ
レ
ン
に
関
し
て
は
、
現

行
ど
お
り
ウ
ー
ウ
ー
の
サ
イ
レ

ン
を
使
用
し
て
い
き
た
い
。
た

だ
し
、
サ
イ
レ
ン
を
使
い
分
け

し
て
い
る
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
広
報
し
て
い
き
た
い
。

難
し
い
。

結
城
市
民
部
長　
十
分
な
安
全

性
が
保
障
で
き
な
い
の
で
電
動

自
転
車
の
購
入
補
助
は
難
し
い
。

　
市
と
し
て
は
、
予
約
制
乗
合

タ
ク
シ
ー
運
行
の
充
実
に
力
を

入
れ
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

東
桜
学
館
中
学
・
高
校
の

本
市
へ
の
影
響
は

　
東
桜
学
館
が
開
校
し
て
６
年

が
経
ち
、
中
学
か
ら
入
学
し
た

一
期
生
が
素
晴
ら
し
い
進
学
実

績
で
大
学
に
進
学
し
た
。
そ
こ

で
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
進
学

先
の
選
択
肢
と
し
て
今
後
ど
う

な
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
東

桜
学
館
の
開
校
が
本
市
の
中
学

校
の
偏
差
値
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
の
か
。

相
澤
教
育
長　
東
桜
学
館
中
学

へ
の
進
学
者
は
年
平
均
１８
人
、

進
学
率
３
・
３
㌫
。
東
桜
学
館

高
校
へ
の
進
学
者
は
令
和
元
年

度
以
降
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

現
時
点
で
東
桜
学
館
を
希
望
す

る
児
童
生
徒
は
例
年
と
同
程
度
。

　
Ｎ
Ｒ
Ｔ
（
数
研
式
標
準
学
力

検
査
）
の
結
果
を
開
校
前
後
３

カ
年
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
本

市
中
学
１
年
生
は
若
干
低
下
し

て
い
る
が
、
中
学
３
年
生
は
上

昇
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
開
校
に
伴
う

本
市
生
徒
の
学
力
へ
の
影
響
は
、

中
学
校
入
学
直
後
の
限
定
的
な

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員
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一 般 質 問

子
育
て
支
援
の
充
実
を

　
コ
ロ
ナ
禍
で
両
親
や
友
人
に

頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
育
て

家
庭
が
孤
立
を
深
め
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
３
年
度

補
正
予
算
に
、
子
育
て
世
帯
訪

問
支
援
臨
時
特
例
事
業
を
計
上
。

訪
問
型
支
援
を
さ
ら
に
充
実
す

べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を

伺
う
。
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を
導
入

し
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
養
成
講

座
の
受
講
料
を
助
成
し
て
は
。

ま
た
、
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
事
業
の
拡
大
と
、
母
子
支
援

ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
座
を
開
設

し
て
は
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
は
、
市
の
保
健
師
や
助

産
師
等
の
専
門
職
が
妊
娠
届
出

の
と
き
か
ら
関
わ
り
、
身
近
な

支
援
者
と
し
て
活
動
し
、
出
産

後
は
、
生
後
２
カ
月
前
後
、
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
を
実
施
し
、

乳
児
の
発
育
、
発
達
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
母
親
の
不

安
や
質
問
に
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
産
後
の
不
安
が
強
い

方
に
は
、
産
科
医
療
機
関
等
で

助
産
師
等
の
支
援
を
受
け
る
産

後
ケ
ア
事
業
を
実
施
。
子
育
て

に
強
い
不
安
や
孤
立
感
を
抱
え

る
リ
ス
ク
の
高
い
家
庭
に
は
、

個
々
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
専
門
職
の
訪

問
等
を
行
う
養
育
支
援
訪
問
事

業
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

引
き
続
き
相
談
、
訪
問
事
業
を

通
じ
、
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

し
て
い
く
。

湯
村
健
康
福
祉
部
長　
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
が
各
家

庭
を
訪
問
さ
れ
、
妊
産
婦
に
寄

り
添
っ
て
家
事
や
育
児
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
と
理
解
を

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
こ
の

事
業
の
導
入
や
資
格
取
得
の
た

め
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

母
子
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講

座
は
、
他
の
自
治
体
で
の
取
組

み
や
、
実
績
等
を
参
考
に
し
た

い
。
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
い
く
市
内
の

団
体
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
連
携

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

議会のうごき議会のうごき（４月１日～７月19日）

■４月
　４日　�市長要請環境福祉常任委員会（スポーツセ

ンター大アリーナ天井改修工事の追加工事
について）

　５日　�議員定数・議員報酬検討特別委員会
　　　　広報委員会
　６日　市長要請全員協議会
　　　　各派代表者会
　１２日　議会運営委員会
　１３日　広報委員会
　１８日　市長要請全員協議会
　　　　広報委員会
　２２日　議会運営委員会
　２５日　第１回市議会臨時会
　　　　市長要請各派代表者会
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会

■５月
　１０日　広報委員会
　１１日　議会運営委員会
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　１３日　�市長要請環境福祉常任委員会（公費負担医

療制度の対象者等に係る高額介護サービス
費の算定誤りについて）

　１９日　市長要請各派代表者会
　２３日　�市長要請全員協議会
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　２４日　�市長要請環境福祉常任委員会（新型コロナ

ウイルスワクチン接種に係る現状と今後の
予定について）

　　　　�市長要請総務教育常任委員会（市立干布公民
館の改築に係る現在の状況について）

　２５日　広報委員会
　３０日　議会運営委員会
　
■６月
　１日　�市長要請総務教育常任委員会（市立干布公

民館（（仮称）干布地域交流・活性化セン
ター）改築について）

　６日～１７日　第２回市議会定例会
　６日　議会運営委員会
　　　　広報委員会
　１３日　�市長要請環境福祉常任委員会（令和４年度

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付
金給付事業について）

　　　　�環境福祉常任委員会所管事務調査（市内学
童保育所の現状について、障がい児の支援
について）

　１５日　市長要請全員協議会
　　　　広報委員会
　１６日　議会運営委員会
　１７日　各派代表者会

■７月
　４日　広報委員会
　１2日　広報委員会
　１3日　市長要請全員協議会
　　　　�市長要請経済建設常任委員会（新たな健康

増進施設等の管理運営について）
　１9日　議会運営委員会
　　　　第３回市議会臨時会

6令和４年８月１日発行令和４年８月１日発行



更新する車両と同型の車両

今年１月の学童保育所の視察では
　さまざまな課題を確認した

１回当たりの料金設定となり、
　 誰でも気軽に利用しやすくなる

総
務
教
育

消
防
団
の
ポ
ン
プ
自
動

車
を
更
新

消
防
課
長　
登
録
か
ら
２８
年
が

経
過
し
た
消
防
団
第
１０
分
団

（
荒
谷
）
第
１
部
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
更
新
し
、
多
様
な

火
災
や
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
消
防
力
の
向
上
を
図
る
も

の
。
車
両
は
、
走
破
性
が
高
い

四
輪
駆
動
で
、
運
転
が
し
や
す

い
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ミ
ッ
シ
ョ

ン
。
カ
ラ
ー
液
晶
モ
ニ
タ
ー
付

き
の
高
性
能
な
小
型
軽
量
ポ
ン

プ
を
備
え
る
。

委
員　
他
の
消
防
団
の
ポ
ン
プ

自
動
車
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
更
新
に
関
連

し
た
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

消
防
課
長　
２０
年
を
超
え
る
消

防
団
の
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
第

２
分
団
、
第
７
分
団
、
第
８
分

団
に
あ
り
、
古
い
も
の
か
ら
順

に
更
新
を
考
え
て
い
る
。
ポ
ン

プ
自
動
車
を
含
め
た
消
防
団
の

車
両
は
、
毎
年
計
画
を
見
直
し

な
が
ら
更
新
を
進
め
て
い
る
。

経
済
建
設

新
た
な
健
康
増
進
施
設

を
開
設

商
工
観
光
課
長　
ビ
ー
フ
リ
ー

の
廃
止
に
伴
う
新
た
な
健
康
増

進
施
設
の
開
設
に
向
け
て
、
そ

の
目
的
、
開
館
時
間
、
料
金
等

の
必
要
事
項
を
定
め
た
条
例
を

設
定
す
る
も
の
。

委
員　
会
員
制
か
ら
１
回
当
た

り
７
０
０
円
の
使
用
料
と
す
る

が
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が
利

用
す
れ
ば
赤
字
に
な
ら
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
共
益
費
と
家

賃
を
除
い
た
運
営
費
の
７０
㌫
は

受
益
者
負
担
、
残
り
の
３０
㌫
は

　６月定例会では、議案２件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日１７日の本会議では、各委員長が審査状況について、次のと
おり報告しました。

常任委員会　議案を審査しました

所
管
事
務
調
査
を
実
施

所
管
事
務
調
査
を
実
施

委員
会活

動委員
会活

動　
６
月
１３
日
、「
市
内
学
童
保

育
所
の
現
状
に
つ
い
て
」
及
び

「
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て
」

の
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
学
童
保
育
所
を
視
察
し
て
見

え
た
課
題
に
つ
い
て
、
子
育
て

支
援
課
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

の
生
活
に
著
し
い
支
障
を
来
す

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

市
の
負
担
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
お
り
、
当
面
の
目
標
人
数
は

１
日
当
た
り
２
１
５
人
と
し
て

歳
入
額
を
算
出
し
て
い
る
。

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
随
時
対

応
す
る
こ
と
や
、
長
期
的
な
課

題
に
対
し
て
は
各
地
域
の
学
童

保
育
協
会
と
連
携
を
図
っ
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
童
市
の
障
が
い
児

の
生
活
を
考
え
る
親
の
会
と
の

懇
談
会
で
伺
っ
た
課
題
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
課
及
び
学
校
教

育
課
か
ら
は
、
保
護
者
の
声
を

聞
い
て
い
き
た
い
こ
と
や
、
特

別
支
援
学
校
中
学
部
等
の
市
内

へ
の
設
置
に
つ
い
て
、
県
へ
の

要
望
を
続
け
て
い
く
こ
と
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
さ
ら

に
住
み
よ
い
天
童
市
に
な
る
よ

う
に
、
今
後
も
調
査
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

7 てんどう市議会だより №17７てんどう市議会だより №17７



教えて っすケケロロ

左からCO２モニター、アップルTV、タッチペン

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
・

コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化

委
員　
小
学
校
・
中
学
校
の
消

耗
品
費
９９
万
８
０
０
０
円
、
３

１
７
万
３
０
０
０
円
及
び
教
材

費
１
１
５
２
万
４
０
０
０
円
、

２
０
４
万
９
０
０
０
円
の
具
体

的
内
容
は
。

教
育
次
長　
小
学
校
で
は
、
Ｃ

Ｏ
２
モ
ニ
タ
ー
１
１
６
台
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
用
タ
ッ
チ
ペ
ン

１
４
４
本
、
６５
型
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
４５
台
と
消
毒
液
。
中
学
校

で
は
、Ｃ
Ｏ
２
モ
ニ
タ
ー
５１
台
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
用
タ
ッ
チ
ペ

ン
３
９
２
本
、
６５
型
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
８
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
と
テ
レ
ビ
を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で

つ
な
ぐ
装
置（
ア
ッ
プ
ル
Ｔ
Ｖ
）

２４
台
と
消
毒
液
。

　
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
小
・

中
学
校
で
は
一
部
の
特
別
教
室

を
除
く
全
教
室
に
Ｃ
Ｏ
２
モ
ニ

タ
ー
と
テ
レ
ビ
が
配
置
さ
れ
る
。

ま
た
、
タ
ッ
チ
ペ
ン
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
で
は
先
に
配
置
さ

れ
た
２
学
年
分
に
続
き
教
職
員

向
け
に
配
置
す
る
も
の
、
中
学

校
で
は
１
学
年
分
と
教
職
員
用

に
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
発
売

委
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
に
要
す
る
経
費
３
億
４
４

４
３
万
１
０
０
０
円
の
概
要
は
。

商
工
観
光
課
長　
１
冊
で
１
万

５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
（
５

０
０
円
券
×
３０
枚
）
を
１
万
円

で
販
売
す
る
。
商
品
券
は
小
型

店
専
用
券
と
大
型
店
・
小
型
店

共
通
券
が
各
７
５
０
０
円
分
ず

つ
。
対
象
者
は
８
月
１
日
時
点

の
市
民
で
、
１
人
当
た
り
１
冊

購
入
可
能
。
総
額
で
約
９
億
３

０
０
０
万
円
の
経
済
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
。

委
員　
電
子
の
商
品
券
は
検
討

し
な
か
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
電
子
の
商
品

券
も
検
討
し
た
が
、
多
く
の
市

民
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
多
く

の
店
舗
に
と
っ
て
も
扱
い
や
す

い
紙
の
商
品
券
が
最
適
と
判
断

し
た
。

委
員　
こ
の
事
業
に
対
す
る
県

の
補
助
は
。

商
工
観
光
課
長　
プ
レ
ミ
ア
ム

相
当
分
の
２
分
の
１
ま
た
は
市

民
の
人
数
に
１
０
０
０
円
を
乗

じ
た
額
の
ど
ち
ら
か
低
い
額
。

本
市
の
場
合
は
後
者
で
、
６
１

７
４
万
２
０
０
０
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
残
り
の
プ
レ
ミ
ア
ム

分
や
事
務
経
費
は
市
の
支
出
と

な
る
。

一般会計補正予算のあらまし
（単位：万円 単位未満四捨五入）主な内容

マイナポイントの推進に要する経費 １９６

生活困窮者自立支援事業に要する経費 ２００

子育て世帯生活支援特別給付金の給付に要する経費 ９，１７０

地籍調査に要する経費 １，１００

プレミアム付商品券事業に要する経費 ３４，４４３

公民館の管理運営に要する経費 ２，５５０

予算特別委員会 令和４年度補正予算

地籍調査ってなぁに？

　人に戸籍があるように、土地にも「地籍」があります。地籍調
査とは、一筆ごとの土地について、所有者、地番、地目などの調
査をするとともに、境界と地積に関する測量を行い、その結果を
もとに新たな地図や簿冊を作成するものです。

５億６０３万円を可決
プレミアム付商品券事業など

　令和４年度補正予算について、予算
特別委員会に付託・審査後、本会議に
おいて原案のとおり可決しました。
　審査の主なものは、次のとおりです。

ＱＱ

ＡＡ
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市立干布公民館の完成イメージ図

タマネギの価格は一時４倍まで上昇

　６月定例会の最終日の６月１７日、予算特別委員会に付託された補正予算案とは別に、追加の補正予
算案が提出され、可決されました。その主な内容については、次のとおりです。

市立干布公民館改築に向け前進市立干布公民館改築に向け前進
５８４５万８０００円５８４５万８０００円

食材の高騰に対し、学校給食費を支援食材の高騰に対し、学校給食費を支援
２７５０万９０００円２７５０万９０００円

　令和４年度内の完成を目指し、市立干布公民
館（（仮称）干布地域交流・活性化センター）
の新築主体工事の入札が行われましたが、建築
資材価格の急激な高騰により１回目の入札が不
調となりました。
　最新の情報を基に金額を見直した２回目の入
札では、落札業者が決定しましたが、電気設備
工事などの関連工事の予算を新築主体工事に振
り替えたため、不足の生じた関連工事に関する
予算の補正を行いました。

　海外の社会情勢や円安などの影響を受け、学
校給食で使用する食材の価格が高騰を続ける
中、保護者の負担軽減を図るとともに、良質で
栄養バランスの良い給食を子どもたちに提供し
続けるために、高騰分の食材費を負担するもの
です。
　期間は令和４年６月から令和５年３月まで
で、この期間の保護者が負担する学校給食費は
据え置かれる予定です。

６月定例会最終日 追加の補正予算を可決６月定例会最終日 追加の補正予算を可決

　５月２５日に東京国際フォーラムで開催された全国市議会議長会定期総
会において、次の方々が表彰されました。

全国市議会議長会評議員として会務に精励されたことに対し、感謝状
が贈られました。

◇議員１０年以上
　遠藤　敬知　議員（Ｈ２３．１０～）　水戸　芳美　議員（Ｈ２３．１０～）
　武田　正二　議員（Ｈ２３．１０～）

永年勤続表彰

村山俊雄議長、山崎諭議員（前議長）に感謝状
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第１回臨時会（４月２５日）〈市長提出議案〉

第２回定例会（６月６日～６月１７日）〈市長提出議案〉

提出された議案とその結果
令和４年度第１回市議会臨時会、第２回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第２号
市道管理上の瑕疵による損害
賠償の額の決定についての専
決処分の報告について

報　　告

報第３号 令和３年度天童市一般会計予
算繰越明許費の報告について 報　　告

報第４号
令和３年度天童市公共下水道
事業会計予算繰越しの報告に
ついて

報　　告

報第５号
天童市土地開発公社の経営状
況並びに事業計画の報告につ
いて

報　　告

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
令和３年度天童市一般会計補
正予算（第１３号）の専決処分
の承認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

議第１号 天童市市税条例等の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第２号
天童市産業集積の形成に関す
る固定資産税課税免除条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第３号 天童市介護保険条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第６号
公益財団法人天童市文化・ス
ポーツ振興事業団の経営状況
並びに事業計画の報告につい
て

報　　告

報第７号
株式会社スポーツクラブ天童
の経営状況並びに事業計画の
報告について

報　　告

報第８号 令和３年度天童市情報公開条
例の運用状況の報告について 報　　告

報第９号
印鑑登録事務中の事故に係る
損害賠償の額の決定について
の専決処分の報告について

報　　告

議第４号 令和４年度天童市一般会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第５号
天童市健康増進施設の設置及
び管理に関する条例の設定に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第６号 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ
型）の取得について

原案可決
（全会一致）

議第７号 令和４年度天童市一般会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第８号
（仮称）干布地域交流・活性
化センター新築主体工事請負
契約の締結について

原案可決
（全会一致）

公社などの団体を議会はどうチェックしているの？
　自治体が、公共性の高いサービスや事業を行うためにお金（公金）を出している企業など
が該当します。天童市の場合は、天童スイミングスクールや天童最上川温泉ゆぴあの運営を
行っている㈱スポーツクラブ天童、市立図書館や市美術館、市スポーツセンターなどの管理
を受託する（公財）天童市文化・スポーツ振興事業団、公共事業の際の用地買収を行う天童
市土地開発公社の三つがあります。
　公金が支出されているため、その経営状況や事業計画は毎年市議会に報告されます。令和
３年度の状況では、コロナ禍で集客や利用者が伸び悩む施設が多い中、市美術館は人気企画
展の盛況により過去最多の入場者数を記録しました。

ＱＱ
ＡＡ
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日 月 火 水 木 金 土
８/2８ ２９ ３０ ３１ ９/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

のぼり旗や横断幕で選手を鼓舞 天童市をイメージしたご当地ディーオ
　©MONTEDIO YAMAGATA

議 会 の ひ と コ マ
県縦断駅伝準優勝！県縦断駅伝準優勝！

天童・東村山チームを応援！天童・東村山チームを応援！
目指せＪ１！目指せＪ１！

モンテディオ山形を応援！モンテディオ山形を応援！
　４月２７日から２９日までの３日間で県内１１チームが２９区
間、３０５．６㌔㍍を襷

たすき
でつなぐ、第６６回山形県縦断駅伝競

走大会が開催され、天童・東村山チームは９大会ぶりに
準優勝となりました。
　市議会では、毎年２日目の尾花沢から天童までの３区
間において、現地での応援を行っています。今年も横断
幕やのぼり旗を掲げて選手たちを応援しました。

　スポーツ振興議員連盟では、本市に
おける体育・スポーツの振興に資する
ことを目的に、本市に関連があるスポー
ツ団体、個人を応援しています。
　今年３月、モンテディオ山形の新ス
タジアムの候補地が本市に決まりまし
た。モンテディオ山形がＪ１に進出で
きるよう、引き続き熱い応援を行って
まいります。

お詫びと訂正
　令和４年５月1日発行の議会だより１７６号13ページ
の現人権擁護委員に誤りがありました。お詫びして訂
正します。正しくは次のとおりです。

（正）村山瑞穂氏（山口）（誤）伊藤栄子氏（山口）

　
当
委
員
会
で
は
、
編
集
方
針

を
協
議
し
、
紙
面
構
成
を
見
直

す
等
、
議
会
だ
よ
り
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
近
い
う
ち
に
皆
さ
ま
に
新

し
く
な
っ
た
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
編
集
後
記
は
今

回
が
最
後
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
「
市
政
を
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

活
字
を
減
ら
し
、
イ
ラ
ス
ト
や

図
表
を
増
や
す
等
の
工
夫
を
盛

り
込
ん
で
、
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
渡
辺　
博
司
）

《
広
報
委
員
会
》

�

委
員
長　
水
戸　
　
保

�

副
委
員
長　
山
口　
桂
子

�

委

員　
伊
藤　
和
子

�

〃
　
渡
辺　
博
司

�

〃
　
佐
藤　
俊
弥

�

〃
　
熊
澤　
光
吏

�

〃
　
古
澤　
義
弘

編
集
後
記

※請願の締め切りは、８月２５日（木）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

９月定例会の日程（予定）

（秋分の日）

予算特別
委員会

常任委員会

本会議
（初日）

決算特別
委員会

常任委員会

本会議
（最終日）

決算特別
委員会

本会議
（一般質問）

決算特別
委員会

本会議
（一般質問）

インターネットで生中継します。

決算特別
委員会

（敬老の日）
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市ホームページ
　議員定数・議員報
　酬検討特別委員会

次代の地方自治の担 い 手づくり
【議員定数・議員報酬検討特別委員会の最終報告】

　議員定数・議員報酬検討特別委員会の最終報告を申し上げます。
　本市議会の議員定数は、昭和６２年に４人減の２６人、平成１９年の改正時から現行の２２人と定め
たものであります。その後、平成２４・２５年度の議会改革の検討では、議員定数については現状
維持、議員報酬については期限付きで月額報酬や期末手当の加算率の削減などを実施し、現在
に至っております。
　しかし、令和元年９月の改選時には、告示日直前まで無投票になる可能性が懸念された状況
となり、市民の議会に対する関心の低さ、議員のなり手不足等の課題が浮き彫りとなりました。
このような議会を取り巻く環境等を踏まえながら、議会に求められる役割と責任を果たしてい
くため、今後の議員定数及び議員報酬の在り方を改めて検討すべきという観点から、令和２年
１２月に１０人の委員をもって議員定数・議員報酬検討特別委員会が設置されました。
　本委員会は、報告会２回を含め、これまで２１回にわたり協議を重ねてまいりました。その間、
全議員を対象にしたアンケート調査、議会報告・意見交換会での意見聴取、若い世代との意見
交換会を開催し、本市にふさわしい議員定数及び議員報酬について広く意見を求め、議論を重
ねてきたところであります。
　その結果、議員定数については、削減とする意見が委員の大勢を占める中でありましたが、
一方で本市における人口減少の進行が比較的緩やかであることや、市民の意見を市政に反映す
る環境は十分に確保しなければならないとの観点から、最小限の削減とすべきとの結論に至り
ました。
　そして、委員会における表決の結果、当委員会としては議員定数を現行の２２人から１人削減
し、２１人にすべきと決したものであります。
　議員報酬については、本市では、平成８年から議員報酬の改定が行われておりません。全国
的に地方議会議員も専業化が進む中において、一定程度の水準に引き上げて、次回一般選挙に
おいては、多様な層の幅広い住民が、経済的な不安を少しでも払拭して市議会議員選挙に立候
補できるよう、県内の他自治体との均衡も考慮しつつ、自治体の課長級の給与を参考にすると
いう意見などを踏まえ、増額すべきとの結論に至りました。
　そして、定数同様、委員会における表決の結果、議員報酬を現行の３９万３０００円から４２万円に、
議長、副議長については報告書記載のとおり増額すべきと決したものであります。

特　集

（報告書は市ホーム
ページに掲載してい
ます。）

天童市議会議員定数条例の一部を改正する条例（案）
の意見を募集しています
●募集期間　７月２０日（水）～８月１０日（水）
●（案）の縦覧方法　市ホームページ、市議会事務局窓口
●�意見の提出方法　�氏名、住所、電話番号を明記の上、持参、郵

送、ＦＡＸ、電子メールで市議会事務局に提
出（様式は自由）

●�問合せ　�〒９９４－８５１０　天童市老野森一丁目１番１号　市議会
事務局（☎６５４－１１１１ 内線３５２、ＦＡＸ 653-0713

　　　　　　　　　電子メールgikai-t@city.tendo.yamagata.jp）
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６月定例会で報告する水戸保委員長

議会報告・意見交換会などでご意見を
　いただきました

次代の地方自治の担 い 手づくり
議員定数・議員報酬検討特別委員会

最終報告

特別委員会を設置し協議

本会議で最終報告

　本市議会では、令和２年１２月、市民の議会に対
する関心の低さ、議員のなり手不足等の課題など、
議会を取り巻く環境の変化や人口減少社会が進行
する中、議員定数・議員報酬の在り方について協
議・検討するため、議員定数・議員報酬検討特別
委員会（以下「委員会」）を設置し検討を進めて
きました。
　これまで報告会２回を含む２１回の委員会を開催
し、その間、議会報告・意見交換会や若い世代と
の意見交換会などを開催して市民の意見を求め、
議員定数・議員報酬の在り方を探ってきました。

　こうした議論を踏まえ、定数については削減、報酬については増
額とする意見が委員の大勢を占める中でしたが、削減する人数、増
額する金額の合意に至らず、最終的に委員会で採決を行いました。
　定数については１人減の２１人に決定し、報酬については２万７０００
円増の４２万円にすべきとの内容で、去る６月１７日の議会最終日に
おいて、水戸保委員長から報告されました。最終報告の内容につ
いては、１２ページのとおりです。

　議員定数については、市民の皆さまからの意見募集（８月１０日まで）を経て、９月定例会に
天童市議会議員定数条例の一部改正について議会に上程し、可決されれば、施行日以後初めて
告示される来年９月の一般選挙から適用されます。
　議員報酬については、市長が諮問する天童市特別職等報酬審議会で、今後検討される予定と
なっています。

今後の予定
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土井さんが制作した作品。田麦野の自然や神秘を
　幻想的なタッチで描いています

土井さんの田麦野への
　深い想いを感じました

①�議員席に座って自己紹介を行っ
た後、議会のしくみについて
説明を受ける

②③�真剣な表情で議員に質問を
する生徒たち

天童市議会ギャラリー天童市議会ギャラリー 天童一中２年生が職場見学で天童一中２年生が職場見学で
議会を訪問議会を訪問

■�

天
童
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募

し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
東
北
芸
術
工
科
大
学
在
学
中
に
課
外

活
動
で
田
麦
野
に
通
い
、
絵
画
の
制
作

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
活
動
を
す
る

中
で
「
絶
対
に
田
麦
野
に
住
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
っ
た

ん
地
元
の
茨
城
県
に
戻
り
ま
し
た
が
、

募
集
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
機
に

移
住
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
現
在
は
地
区
の
活
動
に
参
加
し
な
が

ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
田
麦
野
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。　

■�

実
際
に
暮
ら
し
て
み
て
い
か
が
で
す
か

　
美
し
い
里
山
の
音
と
風
景
、地
区
の
方
々

の
優
し
さ
に
毎
日
癒
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
地
区
の
た
め
に
日
々
活
動
さ
れ
て
い

る
住
民
の
方
々
の
団
結
力
と
パ
ワ
ー
に
感

服
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
戦
力
に
な
れ

た
ら
と
思
い
、
私
も
５
月
ご
ろ
か
ら
草
刈

り
機
を
使
う
練
習
を
始
め
ま
し
た
。　

■�

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
か

　
田
麦
野
の
資
源
を
生
か
し
て
、
地
区
内

外
の
人
が
わ
く
わ
く
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
里
山
の
暮
ら
し
を
勉
強
し
、
生
業
を
持

ち
、田
麦
野
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
協
力
隊
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、

地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　

表
紙
の
作
品
を
制
作
し
た
土
井
友
希
子
さ
ん
は
、
今
年
４
月
か
ら

田
麦
野
活
性
化
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
土
井
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
な
お
、

作
品
は
市
立
高
原
の
里
交
流
施
設
ぽ
ん
ぽ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
６
月
３０
日
、
天
童
一
中
２
年
生

１９
人
が
職
場
見
学
会
で
議
会
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
議
員
席
に
座
っ
て
議
会

の
し
く
み
に
つ
い
て
議
長
や
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
班
ご
と

に
議
員
と
の
懇
談
を
行
い
、
議
員

を
志
し
た
き
っ
か
け
や
、
仕
事
の

や
り
が
い
な
ど
の
生
徒
の
質
問
に

議
員
が
熱
心
に
答
え
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
議

員
の
仕
事
が
分
か
っ
て
楽
し
か
っ

た
」「
将
来
の
仕
事
と
し
て
議
員

も
考
え
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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